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2014 (平成 26)年度東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所 

言 語 研 修 生 募 集 要 項 
 

 

この研修はアジア・アフリカ地域での現地調査・研究や専門的業務に役立つ現地語

の習得を目指す短期集中型語学研修です．日本の専門研究者と母語話者とが一緒に

教授にあたる生きた言語教育である点が特徴です． 

今年度は，チャガ＝ロンボ語，チャム語，タイ語中級の言語研修を実施します．受

講希望者は下記によりご応募下さい．各言語の研修内容については別記実施要領を

ご参照ください． 

 

 

1. 募集言語  チャガ＝ロンボ語，チャム語，タイ語中級 

 

2. 募集人員  各言語 約 10 名 

 

3. 募集期間  第一次：2014 年 5 月 1 日（木）～ 2014 年 5 月 28 日（水） 

（土･日･祝日を除く） 

受付時間 午前 9 時 30 分～午後 5 時 

郵送の場合は，5 月 28 日（水）必着です． 

         第二次：2014 年 6 月 9 日（月）～ 2014 年 6 月 27 日（金） 

郵送の場合は，6 月 27 日（金）必着です． 

         ＊定員に達すれば二次募集はなし． 

 

4. 応募資格  上記の目的に必要な学力及び社会的経験を有する人． 

 

5. 応募方法  所定の受講申込書に記入の上，在学証明書又は最終学校の卒業証明書 

（写）を添えて，下記「11．申込み先」に申し込んで下さい． 

※申し込み方法は，直接持ち込みまたは郵送のみとします． 

※封筒の表に「言語研修○○語申し込み」と朱書き願います． 

 

6. 選考方法  当研究所で書類審査により選考します． 

 

7. 選考結果  受講の可否は，6 月下旬までに本人あてに通知します．（第一次募集） 

         第二次募集については，7 月上旬に本人あてに通知します． 

 

8. 受講手続  受講を許可された者は，所定の期日までに，研修言語ごとに定めら    

れた額の受講料を一括納付して下さい（受講料額：各言語別記参照）． 

 

9. 修了証書  研修言語ごとに定められている授業時間数の 3 分の 2 以上出席し，かつ

所定の成績を収めた受講者に修了証書を交付します． 

          

10. その他   文化講演として，担当講師以外の外部講師を招いた授業を取り入れて    

います．文化講演は一般向けに公開することがあります． 

 

11. 申込み先  東京外国語大学／研究協力課共同研究拠点係 

        〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1 

        TEL 042-330-5603， FAX 042-330-5610 

                Email  kenkyu-zenkoku@tufs.ac.jp 

 

[主催／企画] 東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所  http://www.aa.tufs.ac.jp/ 

[協力] 大阪大学大学院言語文化研究科  http://www.lang.osaka-u.ac.jp/ 
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2014(平成 26)年度東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所 

言 語 研 修 生 募 集 要 項 

 

チ ャ ガ ＝ ロ ン ボ 語 実 施 要 領 

 

研修言語及び研修生 
 

 東アフリカ，タンザニア連邦共和国のキリマンジャロ山麓で話されるチャガ諸語のひとつ

であるチャガ＝ロンボ語は，同国におよそ 120 あると言われる民族語のひとつです．他の多

くのタンザニアの民族語と同様，系統的にはニジェール・コンゴ語族のバントゥ系に属し，

また言語使用の面では専ら民族コミュニティーの内部で話され，正書法や標準文法が定めら

れていない土着の言語です．このような言語を学ぶにあたっては，そもそも，通常の語学講

座のように，与えられた辞書や文法書を手がかりに，語彙や文法を学習していくというスタ

イルを取ることができません．そこで本研修では，受講生がネイティブ講師との対面調査に

よって，この言語の文法を導き出していくことを試みます．つまり，語学研修というよりは

言語調査実習という趣の講座になります． 
 一日の研修のスケジュールは，大まかに前半（午前中）を語彙調査，後半（午後）を文法

調査に充てます．語彙調査に必要な音声学的な知識や，チャガ＝ロンボ語の音韻論的特徴，

また文法調査に必要なバントゥ諸語一般に関する形態論，統語論等に関する基礎知識は，日

本人講師が解説します．これらの知識をもとに，受講生が自らの手で，それぞれの語彙集，

文法書を作り出すというのが，本研修の目標とするところです．調査の手引きとして，チャ

ガ＝ロンボ語の文法の全体像が分かるように編集した文法調査票と，バントゥ諸語を調査す

るうえでの必要事項をまとめた調査ハンドブックを配布し，研修後に文法書と語彙集を配布

する予定です． 
 このような，インフォーマント・ワークに基づく研修ですので，ネイティブ講師と直接や

り取りができる程度の英語ないしスワヒリ語の能力があれば役に立ちますし，とくにスワヒ

リ語学習の経験がある人は，バントゥ諸語に特徴的な文法構造を理解するうえでは有益です．

ただ，こういった能力を前提としない形で研修を進めていきますので，予備知識がなくても

心配はいりません．そのような知識はなくとも，言語調査や東アフリカ地域に対する興味・

関心を持っているという方の受講を大いに歓迎します． 
 

研修期間及び研修時間 

2014 年 8 月 14 日（木）～ 2014 年 9 月 12 日（金） 132 時間 

午前 10 時 00 分 ～ 午後 5 時 30 分（土曜日・日曜日は休講） 

 

受 講 料  79,200 円 （教材費込み） 

                          

担当講師    品川 大輔 

モニカ・アポリナリ 

 

研修会場  東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所 

（〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1） 
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2014(平成 26)年度東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所 

言 語 研 修 生 募 集 要 項 

 

チ ャ ム 語 実 施 要 領 

 

研修言語及び研修生 
 

チャム語はベトナム中部及び南部で 10 万人，カンボジアにおいて 40 万人が話すオースト

ロネシア系言語です．東南アジア最古の非サンスクリット碑文の 1 つ，ドンイエンチャウ碑

文（4 世紀末ごろ）以来，連綿と書き継がれて今に至る最古の言語でもあります．インド系

文字であるチャム文字を使用し，サンスクリットやアラビア語，マレー語からの借用語が多

いですが，表記体系は単純，文法も簡単で，比較的学びやすい言語です．インドネシア語，

マレーシア語，フィリピン語（タガログ語）ができる方は特に早く上達できます．  

基本的に，午前中は基本会話を学び，午後は古典文学・古文書鑑賞のための教科書で文字，

文法，読解を学びます． 

講師は古文書読解の第一人者であるチャム族出身人類学者チュオンヴァンモン（張文門）・

サカヤ博士と日本人歴史学者新江利彦がつとめ，講師二名の共著である教科書『チャム語教

程』を教材として用います．読み物として，チャム族の焼き物村で生まれ育ったサカヤ博士

の手記の他，奉神賛歌（ダリカル），物語詩（アカヤット），王家文書（スラック・ポー・パ

トライ）などを，ゆっくり読みます． 

東南アジアの言語に関心のある方，ベトナム・カンボジア・マレーシアの歴史や文化に関

心のある方，ベトナムやカンボジアのチャム族居住地での調査や業務の予定のある方にお勧

めする研修です．ベトナム中部高原・カンボジア東北高地・中国海南島の他のオーストロネ

シア系言語（ジャライ語，エデ語，ラグライ語，回輝話など）を学ぶ上でも役に立つ言語で

す． 

 

研修期間及び研修時間 

2014 年 8 月 4 日（月）～ 2014 年 9 月 12 日（金） 115 時間 

（土曜日・日曜日，8 月 11 日～15 日および 9 月 3 日～5 日は休講） 

午前 10 時 00 分 ～ 午後 4 時 30 分 

ただし，8 月 8 日，22 日，29 日，9 月 2 日，12 日は午後 5 時 40 分まで 

     

受 講 料  69,000 円 （教材費込み） 

                          

担当講師    新江 利彦 

チュオンヴァンモン（張文門）・サカヤ 

 

研修会場  東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所 

（〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1） 
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2014(平成 26)年度東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所 

言 語 研 修 生 募 集 要 項 

 

タ イ 語 中 級 実 施 要 領 
 

研修言語及び研修生 
 

本研修では，東南アジア大陸部に位置し，日本と６００年以上にわたる文化，貿易等の交

流関係を持つタイで，共通語として用いられているタイ語の会話とタイの文化を学びます．

観光やビジネスなどでタイを訪れる人が年々増えるにつれ，挨拶や片言のタイ語を話せる人

も増えてきているようです．本研修は，初級タイ語ではなく，すでにタイ語の文字の読み書

き，文法，そして発音の特徴などの基礎知識を持っている方に，発展的な文法事項やさまざ

まな表現を含む会話，および，タイ語の文章の読解を通して，旅行だけではなく，ビジネス

やタイに関連する研究において役立つタイ語の能力の向上を目的とするものです． 

研修は会話と読解の２つのパートに分かれます．会話パートでは正しいタイ語の発音，日

常生活で実際に用いられる表現等をネイティブ講師の生の発音の聞き取りやネイティブ講師

との会話を通して練習します．一方，読解パートでは，日本語による解説のもと，ネイティ

ブ講師の発音とリズムを参考にしながら，文章読解能力の向上を目指します． 

本研修で使う教材は２冊の予定です．「文法と会話」は，様々な場面における，様々な立場

の男女の会話，そこで用いられる語彙，表現，文法の解説，および練習問題で構成されてい

ます．「読解」は，タイ人の生活様式，文化等についての文章と，その内容の解説，語彙の説

明等で構成されています．（上記の教材では，発音符号のないタイ文字のみの表記を用いま

す．） 

上辺だけの観光では物足りない，ビジネスをよりスムースに行いたい，タイの友人とタイ

語でメールや電話のやりとりを楽しみたい，タイについての研究に役立てたい，そのために

タイ語能力を向上させたいと考える方を対象とします．タイ人講師と一緒に，あなたのタイ

語を伸ばしましょう． 

なお，下記の文章を，辞書を数回引く程度で，全体の内容が理解出来れば，十分受講出来

ます． 

 

ทาโรทาํงานบริษทั ตอนเขาเป็นนกัศึกษา เขาเคยเรียนภาษาไทย เขาพดูภาษาไทยได ้อ่านและ 

เขียนกไ็ด ้เขาไปเท่ียวเมืองไทยปีละสองสามคร้ัง เขาชอบอาหารไทยมาก  และเขาชอบอาหาร 

เผด็ดว้ย แต่ถา้ทานเผด็มาก เขาจะปวดทอ้ง เวลาสั่งอาหาร เขาจึงบอกคนขายบ่อย ๆ วา่ “อยา่เผด็ 

มากนะ” （解答は次頁→） 
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2014(平成 26)年度東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所 

言 語 研 修 生 募 集 要 項 

 

タ イ 語 中 級 実 施 要 領 
 

研修期間及び研修時間 

 2014 年 8 月 18 日（月）～ 2014 年 9 月 12 日（金） 120 時間 

午前 9 時 00 分～午後 4 時 40 分 （土曜日・日曜日は休講） 

   

受 講 料  72,000 円 （教材費込み） 

 

担当講師    宮本 マラシー 

 村上 忠良   

デンスパー・スワッタナー  

トラカーンタロンサック・ターンポーン 

セーリム・パンニー 

ドゥアンケーオ・パオサタポーン 

ラッタナセリーウォン・センティアン 

ダナサーンソムバット・ジャルナン  

 

研修会場    大阪大学箕面キャンパス 

（〒562-8558 大阪府箕面市粟生間谷東 8-1-1） 

 

 

解答： タロウは会社員です．学生のとき，彼はタイ語を勉強したことがあります．彼はタイ

語を話すことができます．読み書きもできます．彼は年に２，３回タイへ遊びに行きます．

彼はタイ料理が大好きです．そして，辛い料理も好きです．しかし，彼はとても辛い物を食

べると，お腹が痛くなります．だから，料理を注文するとき，彼は店員に「あまり辛くなら

ないようにしてください」とよく言います．
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会場へのアクセス 
 

[チャガ＝ロンボ語，チャム語] 

東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所 

〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1 

TEL 042-330-5603,  FAX 042-330-5610 
 

 
 

 

 

 

 

[タイ語中級] 

大阪大学箕面キャンパス 

〒562-8558 大阪府箕面市粟生間谷東 8-1-1  

TEL 072-730-5111  
 

 

西武多摩川線多磨駅から徒歩約 5 分 
 
京王線飛田給駅北口から京王バス「多磨

駅行」に乗車，「東京外国語大学前」停留

所で下車，徒歩約 2 分（バス所要時間約

10 分） 

大阪モノレール 彩都線 
彩都西駅から西へ徒歩約 15 分 
 
阪急バス  
○「千里中央」駅発「阪大外国語学部前

行」，「間谷住宅行」  
○「北千里駅」発「阪大外国語学部前行」，

「間谷住宅行」  
「阪大外国語学部前」下車，徒歩約 2 分

「間谷住宅４」下車，徒歩約 3 分 


